
各社の考え方 
算定を行う背景・

目的 
 サプライチェーン全体のＣＯ2排出量を把握するため。  
 ステークホルダーからの情報開示要請への対応。 

算定結果の活用
方法 

 サプライチェーンを通じた温室効果ガス削減に向けた施策の策定に活用する。 
 各種アンケートや調査への回答に活用。 

 

算定のメリット  カテゴリー別排出量や経年変化の検討により、温室効果ガス削減に向けた重要課題の
抽出や施策の策定につながる。 

 ステークホルダーからの信頼性向上。 

社内の算定体制  ＣＳＲ推進室が関連部署からデータを収集して算定。 
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各社の考え方 
サプライチェーン

排出量の削減に
向けて 

 サプライチェーン排出量の大部分を占めるカテゴリー１が重要であることを再認識。お取
引先のご理解・ご協力の下で温室効果ガス排出量削減の取り組みを検討する。 

サプライチェーン
排出量算定の課
題 

 データ収集が難しいカテゴリーにおいては、金額ベースやシナリオに基づいた算定と
なっており、収集方法や使用データについて今後検討が必要。 

 スコープ１・２も含めて算定範囲に海外店舗や一部のグループ企業が含まれておらず、
今後算定範囲の拡大が課題。 

その他（任意） 
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カテゴリ 
算定方法 

活動量 原単位 
カテゴリ1「購入した製品・サービス」  商品原価 

 包装材購入費 
 金額当たり原単位※1 

 金額当たり原単位※2  

カテゴリ2「資本財」  資本財の調達金額  金額当たり原単位※1 

カテゴリ3「Scope1,2に含まれない燃料及
びエネルギー活動」 

 電気・蒸気・都市ガス等のエネルギー使用量  エネルギー量当たり原単位※1 ※2  

カテゴリ4「輸送、配送（上流）」  外部配送委託金額 
 輸送重量×輸送距離 

 金額当たり原単位※1 
 重量×距離当たり原単位※2 

カテゴリ5「事業から出る廃棄物」  廃棄物種類別処理方法別排出量  廃棄物種類別原単位※1 

カテゴリ6「出張」  正社員数  従業員当たり原単位※1 

カテゴリ7「雇用者の通勤」  交通費支給額  交通費支給額当たり原単位※1 

カテゴリ8「リース資産（上流）」  該当活動なし 

カテゴリ9「輸送、配送（下流）」  入店客数、交通区分、移動距離  交通区分別旅客人km当たり原単位※1 

カテゴリ10「販売した製品の加工」  該当活動なし 

カテゴリ11「販売した製品の使用」  一部該当製品はあるが、売上高のなかで極めて少量のため除外 

カテゴリ12「販売した製品の廃棄」  廃棄物排出量  廃棄物種類別原単位※1 

カテゴリ13「リース資産（下流）」  テナント分も含めScope1,2に計上 

カテゴリ14「フランチャイズ」  該当活動なし 

カテゴリ15「投資」  利益を得るために投資を行っておらず、金融サービスを提供する事業者でもないと判断したため除外 

「その他」  オプションカテゴリのため除外 
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※1 サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出等の算定のための排出原単位データベース（ver.2.2） 
※2 カーボンフットプリントコミュニケーションプログラム基本データベースVer.1.01 



算定結果 
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